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スポーツ事業継続支援補助金に係る補助事業実績報告書

スポーツ事業継続支援交付規程第１９条第１項の規定に基づき、下記のとおり報告します。

記様式第２スポーツ事業継続支援補助金交付決定通知書に記載された交付決定日を記載してください。



１．補助事業名（補助金交付決定通知書の日付を記載のこと。）
　　　　スポーツ事業継続支援補助金事業
　　　　（2020年8月●日交付決定）

２．事業期間
　　　　開始　　　2020年7月 1日
　　　　終了　　　2020年9月30日

３．実施した補助事業の概要
（１）事業名
[bookmark: _GoBack]       コロナ対策を施したジム運営及び指導方法の高度化

（２）事業の具体的な取組内容
      　8月15日から、PC等通信機器を利用したオンライン指導を開始した。オンライン指導開始当初は、週に2回のペースで行っていたが、オンライン指導を受講した会員から好評だったため、週に4回のペースに増やし、実施した。
また、会員の入館人数の制限やトレーニング器具付近にアルコール消毒液を設置する等、「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」を参考にした新型コロナウイルス感染拡大予防対策を徹底し、ジムの営業を行った。
上記を周知するためのPR動画を外部業者へ依頼し作成し、9月1日に当ジムHPへ掲載した。
なお、昨年海外遠征で帯同した北海道にある○○チームに対して、オンライン指導を行う予定であったが、チーム自体の活動が現在も停止していたためできなかった。


（３）事業成果（概要）
　　　　ほぼ全会員がオンライン指導を受講し、継続したトレーニングを行うことができた。休会・退会していた会員も70%が正会員として戻り、トレーニングを再開することができた。
昨年海外遠征で帯同した北海道にある○○チームに対してのオンライン指導は実施できなかったが、これまでの実績と新型コロナウイルス感染拡大予防対策を徹底しつつ、質の高いジム経営を継続していることが評価され、今後も長期間で指導を行う方向で話が進んでいる。
　　　　ジムでは、新型コロナウイルス感染拡大予防対策を徹底した経営ができているため、現在のところ新型コロナウイルス感染者が出ていない。
　　　　また、本事業で作成したPR動画をみて、当ジムに興味を持った方が、新規会員として8名入会した。その結果、本事業を行う前に比べて収入が増加した。

（４）事業経費の状況
　　　・支出内訳書（別紙３）
　　　・支出内訳書（別紙４）

（５）事業がもたらす効果等
　　　　本補助事業により、新型コロナウイルス感染拡大の中で、指導側（トレーナー）と指導される側（会員）の両者が直接顔を合わせることが出来なくても、新型コロナウイルスの感染対策を適切に行い、安心してスポーツ活動を継続することができる。
自粛生活が続き、思うように外出できなかったり、スポーツができなかったりと、精神的にも辛い中ではあるが、スポーツ活動が継続できたことにより、心身ともに元気になる。

（６）事業の推進にあたっての改善点等
　　　　休会・退会してしまった元会員も再びトレーニングができるようなジム運営やオンラインのような指導方法の更なる工夫をしていかなければならない。
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